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雲
霊
峯
が
日
本
禅
僧
な
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東
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宗
漸

所
謂

「喜
江
禅
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法
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一

頂
雲
霊
峯
が
日
本
禅
僧
な
る
事

義
堂
周
信
の
日
記

『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
巻
二
の
巻
末

の
追
抄
の
部

(多
分
応
安
五
年
か
ら
永
和
四
年
に
至
る
い
ず
れ
か
の
年
の

記
事
で
あ
ろ
う
)
に
左
の
記
事
が
見
え
る
。

〔渠
力
〕

無
二
日
、
世
有
波
侑
語
、
眉
毛
本
無
用
、
無
準
底
波
僧
、
底
乃
側
也
、
近
代
画
蘭
明
雪
聰
弟
子
、
則
浩
霊
江

・
峰
頂
雲
、
日
本
人

也
、

こ
の
記
事
は
二
段
に
な

っ
て
い
る
。
前
段
は

「波
僧
」
と
い
う
語
の
意
味
を
説
い
た
も
の
で
、
今
は
こ
れ
を
措
く
こ
と
に
し
て
、
こ
こ

で
取
上
げ
た
い
の
は
そ
の
後
段
で
あ
る
。
之
を
語

っ
て
い
る
人
は
無
二
法

一
で
、
こ
の
人
は
、
仏
光
派
に
属
し
て
、
無
学
祖
元
四
世
の

孫
、
太
平
妙
準
の
法
嗣

無
学
祖
元
ー
高
峰
顕
日
i
太
平
妙
準
ー
無
二
法

一

と
い
う
法
系
の
人
で
、
伊
豆
国
清
寺
・下
野
雲
巌
寺
・駿
河
承
元
寺
等
に
住
し
た
。
嘗
て
入
元
し
て
、
楚
石
梵
碕
に
参

じ
た
。
こ
こ
で
は

そ

の
入
元
時
代
の
追
憶
を
義
堂
に
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
話
に
、
頂
雲
口
峯
と
い
う
僧
と
霊
江
口
浩
と
い
う
僧
は
、

い
ず
れ
も

元
末
の
蘭
の
画
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
た
雪
窓
普
明
の
弟
子
で
、
し
か
も
二
人
と
も
日
本
人
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ

る
。
こ
の
記
事
を

読

ん
だ
と
き
は
、
成
程
そ
ん
な
隠
れ
た
入
元
僧
が
い
る
も
の
か
と
思

っ
て
、
左
程
気
に
も
留
め
て
い
な
か
っ
た
。
寧

ろ
こ
の
二
人
の
う

く

り
ん
せ
い

む

ち

で

は
浩

霊

江

の
方

が
気

が

か
り

で
あ

っ
た

、

と

い
う

の
は

霊

江

元

浩

と

い
う

人

が

い
て

、
古

林

清

茂

の
法

嗣

に

な

っ
て

お

り
、

僧

伝

僧
伝
小
考
三
題

(玉
村
)

=

七



一
一
八

に
も
載

っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
饒
州
永
福
寺

の
住
持
か
ら
、

の
ち
径
山
に
も
昇
住
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
人
は

日
本
人
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
足
利
直
義
が
自
己
の
寿
牌
を
径
山
の
正
続
院
(無
準
師
範
の
塔
)に
入
牌
し
た
い

望

み
が
あ
り
、
直
翁
口
侃
(直
翁
智
侃
と
は
別
人
)を
元
に
遣
し
た
。
時
に
径
山
の
住
持
は
こ
の
霊
江
元
浩
で
あ

っ
て
、
直
翁

の
願
を
容

れ
、
自
ら
安
牌
仏
事
を
挙
し
、
そ
の
旨
を
購
語
の
う
ち
に
記
し
て
、
直
翁
に
与
え
て
い
る
。
時
に
至
正
七
年
三
月

の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
購
の
語
の
う
ち
に
、
直
義
の
人
と
為
り
を
称
揚
し
て

(足
利
直
義
)

抑
且
仰
慕
古
山
居
士
為
人
、
又
何
異
白
楽
天

・
李
習
之

・
楊
太
年
、
張
無
尽
之
流
、
自
憶
縁
浅
、
未
得
戴
重
漢
、
趨
侍
座
末
、
朝

夕
聴
謳
耳
、

と

い
い
、
即
ち
直
義
を
白
居
易
や
李
翔
や
楊
億
や
張
商
英
の
よ
う
な
参
禅
の
居
士
に
な
ぞ
ら
え
て
褒
め
、
そ
の
よ
う
な
人
に
直
接
面
謁

　

む

し

て
、

問

話

を

し

た

い
が
、

縁

が
浅

く

、

重

浜

を

戴

っ
て
渡

海

し

て

日
本

に
来

る

こ

と
が

出

来

な

い
の
が

残

念

で
あ

る

と
述

べ

て

い

る
。

よ

っ
て
、

こ

の
人

が

日

本

人

で

な

い
こ

と

は
明

白

で
あ

る
。

し

て

み

る

と

『
日

工
集

』

の
こ

の
記

事

は
、

不
確

実

な
も

の
と

考

え

る

べ

き

か

、

又

は

こ

の
霊

江

は

別

人

で
あ

る

こ

と

に

な

る
。

そ

れ

で

は
、

峰

頂

雲

の
方

は
如

何

で
あ

ろ
う

か
。

去

る
昭

和

三

十

二
年

六

月

の
こ

と

で
あ

る
。

東

京

文

化

財

研

究

所

の
宮

次

男

氏

か
ら

、

米

国

オ

ハ
イ

オ
州

の

オ
バ

ー

リ

ソ

・
メ

モ
リ

ア

ル

・
ア

ー

ト

・
ム
ジ

ア

ム
所

蔵

の
墨

蹟

の
写

真

を
見

せ

て

い
た
だ

い
た
。

そ

れ

は

左

の
如

き

も

の

で
あ

る
。

流
水

分
揚

清

波

、

濃

草

分

国

香

多

、

我

或

詠

分

我

或



歌
、
胡
不
帰
分

歳
蹉
陀
、
時
至
正

戊
子
春
、
配
干

雪
窓
墨
妙
、
遠
寄

重
宝
法
兄
老
師
、

以
為
清
玩
者
也
、

寓
中
呉
北
山
谷
末

(印
文
「釈
霊
峯
頂
雲
章
」

霊
峯

函
型

朱
印
(印
文

「住
歓
喜
地
写
口
心
口
記
」)

こ
れ

は

い
う

迄

も

な

く

雪

窓

普

明

の
蘭

図

で
あ

り

、

そ

れ

に
頂

雲

霊

峯

な

る
僧

が

賛

を

加

え

て

い

る
も

の
で

あ

る
。

雪
窓

普

明

と

の
関

係

か

ら

い

っ
て

も

こ

の
賛

者

こ
そ

「
日

工

集

」

に
所

謂

「
峰

頂

雲

」

に

相

違

な

く

、

こ

の
署

名

と

印

章

の
印
文

に

よ

っ
て
、

こ

の
人

は

法

譲

の
隻

字

名

は

「
霊

峯

」

と

い
う

人

で
あ

る

こ

と
が

わ

か

っ
た
。

そ

し

て
、

至

正

八

年

(
日

本

貞

和

四
年

)
当

時

元

国

中

呉

の
北

山

に

寓

住

し

て

い

る
ら

し

い
。

そ

し

て

受

業

の
師

雪

窓

の
蘭

図

に
加

賛

し

て

、

法

兄

で

あ

る

「
重

宝

老

師

」

に

贈

っ
て

い
る
。

法

兄

と

い

い
、

ま

た
自

ら

を

「
春

末

」

と

称

す

る
な

ど
、

ど
う

見

て
も

重

宝

は
同

門

の
人

と
考

え
な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

一
体

重

宝

と

は

誰

人

で

あ

ろ

う

か
。

恰

も

天

境

霊

致

と

い
う

日
本

五

山
僧

の
詩

文

集

『
無

規

矩

』

を
披

閲

し

て

い
る

と
、

丁
度

「
重

宝

」

と

い
う

珍

し

い
道

号

の
人

に
出

逢

っ
た
。

同

書

巻

下

の
偶

頒

の
部

に

僧
伝
小
考
三
題

(玉
村
)

一
一
九



一
二
〇

(夢
窓
疎
石
)

重
宝
齎
都
寺
、
夢
参
正
覚
国
師
於
西
芳
精
舎
、
国
師
坐
盤
石
上
、
在
長
松
下
、
乃
問
齎
日
、
未
審
、
大
鑑
以
何
示
汝
、
答
日
、
先

師
示
我
、
以
不
是
心
、
不
是
仏
、
不
是
物
、
是
什
慶
、
和
尚
如
何
示
人
、
国
師
因
示
以
鎮
漢
藁
鎚
鎮
概
子
之
話
　
、
覚
後
、
命
画

工
絵
其
真
、
傍
求
予
偶
、

西
芳
大
聖
真
柑
好
、
讐
如
虚
空
無
相
貌
、
丹
青
写
入
画
図
中
、
但
向
管
中
窺
得
豹
、
婆
心
切
故
呈
慈
容
、
坐
盤
石
分
椅
長
松
、
宝
翁

夢
裏
親
参
問
、
一
句
言
前
窮
真
宗
、
鎮
漢
蘂
鎚
鎮
概
子
、
八
腎
那
陀
提
不
起
、
拮
来
直
向
面
前
拠
、
死
却
身
心
混
事
理
、
夢
回
明
月

臨
危
欄
、
彷
彿
猶
若
謄
其
顔
、
胱
然
膳
殊
倶
忘
却
、
喜
気
浮
動
箋
眉
間
、
正
急
腰
時
、
不
是
心
、
不
是
仏
、
不
是
物
、
是
什
腰
、
関
、

つ
う

す

と
見
え
、

重
宝
口
齎
都
寺
と
い
う
人
が
い
て
、

夢
に
夢
窓
疎
石
に
西
芳
寺
に
参
じ
、

重
宝
の
師
で
あ
る
ら
し
い
大
鑑
禅
師
清
拙
正
澄

(
元
よ
り
の
来
朝
僧
、
建
長

・
円
覚

・
建
仁

・
南
禅
歴
住
、
信
濃
開
善
寺
開
山
)は
常
に
何
を
以
て
重
宝
に
示
し
て

い
る
か
と
問
わ
れ
、

「不
是
心
、
不
是
仏
、
不
是
物
、
是
什
慶
」
の
公
案
を
示
さ
れ
て
い
る
と
答
え
、
夢
窓
に
向

っ
て
、
そ
れ
で
は
和
尚
は
私
に
何
を
以
て

お
示
し
に
な
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
夢
窓
は
鉄
漢
藁
を
以
て
鉄
概
子
を
鎚
う
つ
と
い
う
公
案
を
示
し
た
。
そ
の
夢
醒
め
て
の
ち
、
画

工

に
命
じ
て
夢
窓
の
頂
相
を
絵
か
し
め
、
天
境
霊
致
に
請
う
て
偶
を
求
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
重
宝
は
清
拙
正
澄

の
徒
ら
し
い
。
重
宝
は
、
こ
の
頂
相
を
夢
窓
疎
石
の
許

へ
持
参
し
て
、
夢
窓
の
賛
を
求
め
た
ら
し
く
、

『夢
窓
国
師
語
録
』
下
の
自
賛

の
部
に餐

都
寺
夢
与
師
相
見
、
図
其
所
見
求
賛
、

坐
盤
石
、
碕
古
松
、
不
是
凡
相
、
不
是
聖
容
、
都
寺
都
寺
、
莫
見
吾
於
嬉
窯
中
、

と
あ
り
、
「
盤
石
に
坐
し
、
古
松
に
筒
る
」
と
言
っ
て
、
さ
き
の
天
境
の
偶
の
序
と
符
合
す
る
。
「
賓
」
は

「費
」

の
誤
で
、
こ
れ
は

『夢



窓
録
』
編
者
の
誤
記
か
版
行
の
際
の
誤
刻
で
あ
ろ
う
。

費
は
齎
に
同
じ
て
、
「も
た
ら
す
」
と
い
う
意
で
あ
る
。

天
境
も
清
拙
正
澄
の

弟
子
で
あ
る
。
そ
の
詩
文
集
中
に
名
の
見
え
る
重
宝
口
齎
は
、
天
境
の
序
に
見
え
る
よ
う
に
清
拙
の
門
人
で
あ
る
。

そ
の
人
を

「法
兄
」

は
つ
け
ん

と
呼
び
、
自
ら
を
春
末
-

即
ち
法
谷
(法
の
春
属
、
法
類
の
意
)
こ
こ
で
は
同
門
と
同
義
語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
1

と
称
し
て

い
る
頂
雲
は
、
矢
張
り
清
拙
正
澄
の
門
人
で
あ
る
と
推
定
出
来
る
。
清
拙
は
、
そ
の
徒
弟
に
安
名
す
る
に
際
し
、
日
本

へ
来
朝
す
る
以

み

　

前

、

元

国

に
於

て

は

「
永

」

字

を

用

い

て

い
る
が

、

来

朝

以

後

は

「
霊

」

「清

」

「
堅

」

(
稀

に

は

「
正

」
)
を
用

い

て

い

る
。

天

境

霊

致

・

　

　

　

む

む

驚
峰
霊
巨

・
霊
椿

・
霊
侃

・
性
海
霊
見
(
の
ち
虎
関
師
錬
の
門
下
に
転
ず
)等
の
例
に
見
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
頂
雲
も
法
諦
は
「霊
峯
」

で
あ
る
。
然
ら
ば
、
そ
の
系
字
か
ら
見
て
も
、
清
拙
の
手
度
の
弟
子
、
し
か
も
日
本
に
於
け
る
弟
子
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
推
定
出
来

る
。
そ
う
す
る
と
頂
雲
霊
峯
は
日
本
人
で
あ
る
と
い
う

『
日
工
集
』

の
説
の
正
し
い
の
を
確
認
出
来
た
。
こ
の
人
は
日
本
で
、
清
拙
会

下
で
得
度
し
、
の
ち
入
元
し
て
雪
窓
普
明
に
参
じ
て
至
正
七
年
頃
に
は
中
呉
に
在
り
、
同
門
重
宝
口
齎
に
雪
窓
の
蘭
図
に
賛
を
加
え
て
、

遠
く
日
本
に
送
与
し
て
来
た
も
の
で
あ
り
、
大
鑑
派
(清
拙
正
澄
の
派
)同
志

の
交
遊
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
な
お
無

二
法

一
は
仏
光
派
な
の
に
ど
う
し
て
こ
れ
に
関
心
を
も
っ
た
か
と
い
え
ぱ
、
無
二
の
参
じ
た
楚
石
梵
碕
と
雪
窓
普
明
と
は
、
同
じ
く
大

慧
派
に
属
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ω

『
楚
石
禅
師
語
録
』

②

こ
の
語

は
大
東
急
紀
念
文
庫
所
蔵

の

『
紬
苑
残
芳
』
巻

二
十
八

に
見
え
る
。

嘗
て
上
村
観
光
氏
が

『
禅
宗
』
第

八
五
号
に

「纈
苑
残
芳

に
見

え

た
る
新
史
料
」

と
い
う
題

で
紹
介
さ
れ
、
辻
善
之
助
博
士
が

『
日
本
仏
教
史
』
中
世
篇
之
三
の
第

八
章
第

三
節

に
こ
れ
を
引
用
さ

れ
て
い
る
が
、

そ
の
書

の
所
在

が
わ

か
ら
な
か

っ
た

の
を
、
史
料
編
纂

所
の
太
田
晶
二
郎
氏

が
大
東
急
紀
念
文
庫
現
蔵

で
あ

る
こ
と
を
教
え

て
下
さ

っ
た

の
で
、

僧
伝
小
考
三
題

(玉
村
)

ニ

コ



=

一
二

(3)

原
本

に
当

る
こ
と
を
得

て
、
拙
著

『
夢
窓
国
師
』

の
第
三
章

の
註
叫

(
一
八
八
頁
)
に
引
用
す
る
を
得

た
。

拙
稿

『
禅
僧
称
号
考
』

(『
画
説
』
第

五
三

・
五
四

・
七
〇

・
七

一
・
七

二
号
)

二

大
徳
寺
第
十
八
世
東
源
宗
漸

『竜
宝
山
志
』
三
の

「歴
代
住
持
籍
」
や

『
竜
宝
山
大
徳
禅
寺
世
譜
』
な
ど
を
見
る
と
、
大
徳
寺
第
十
八
世
に

「東
源
和
尚
」
ま
た

は

「東
源
」
と
い
う
名
が
見
え
、
同
寺
十
八
世
住
持
に
、
東
源
と
い
う
人
が
実
在
し
た
ら
し
い
が
、
そ
の
嗣
法
の
明
記
が
な
い
の
で
あ

の
り
と
き

る
。
と
こ
ろ
が
、
応
永
初
期
、
足
利
義
満

・
義
持
に
親
近
し
た
中
級
の
公
家
に
山
科
教
言
と
い
う
人
が
い
る
。
こ

の
人
の
日
記

『
教
言

卿
記
』
の
自
筆
原
本
が
現
存
し
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
有
に
帰
し
て
い
る
。
そ
の
応
永
十
二
年
十

一
月
九
日
の
条
に
、

一
哲
首
座
北
山

ヨ
リ
音
羽
里
楽
樹
番
帰
ト
テ
尋
来
、
雲
門

一
字
関
事
、
粗
物
語
ア
リ
、
次
紫
野
夜
話

一
冊
、
源
西
堂
ヨ
リ
折
節
送

給
之
処
、
平
被
所
望
間
[

と
あ
り
、
大
徳
派
下
の
人
ら
し
い
哲
首
座
な
る
僧
が
教
言
を
訪
れ
、
そ
の
質
問
に
応
じ
、
雲
門

一
字
関
の
古
則
の
説
明
を
し
た
が
、
折

か
ら

「源
西
堂
」
か
ら

『紫
野
夜
話
』
と
い
う
書
を

一
冊
送

っ
て
来
た
の
を
教
言
が
哲
首
座
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
熱
心
に
懇
望
さ
れ
た

の
で
借
し
与
え
た
か
、
ま
た
は
譲
与
し
た
(
こ
の
と
こ
ろ
露
損
で
読
め
ず
)と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

「源
西
堂
」
が
東
源
ら
し
い
こ
と

は
、
同
記
の
応
永
十
三
年
十

一
月
二
日
の
条
に

一
束
源
西
堂
、
紀
州
上
洛
、
点
心
料
足
百
疋
出
之
、
追
可
張
行
、
予
対
面
、



と

あ

り

、

こ
れ

が

同

一
人

ら

し

く

、

道

号

「
東

源

」

を

法

名

の
よ

う

に

し

て
、

下

の

一
字

に

「
西

堂
」

を

つ
け

て
呼

ん
で

い

る

の
で

あ

る

。

そ

し

て

常

々
は

紀

伊

に

在

っ
て

、

『
紫

野

夜

話

』

も

紀

伊

か

ら

送

っ
て
来

た

よ

う

で
あ

る
。

そ

し

て
時

折

り

上
洛

し

て

は
、

頻

繁

に
教

言

を

訪

問

し
、

非

常

に
親

し

い
よ
う

で
あ

る
。

同
記

の
応

永

十

四
年

四

月

十

九

日

の
条

に

は

一
束

源

西

堂

来

臨

、

勧

茶

・
ユ
ッ
ヶ

・
茶

子

、

と

あ

り

、

又

同

年

九

月

二

日

の
条

の
註

記

に
は

「
宗

漸

西

堂

、

道

号

東

源
」

と

明

記

さ

れ

て

お

り

、
東

源

の
法

名

は

「
宗

漸

」

で
あ

る

こ
と

が

判

明

す

る
。

そ

こ

で

『
尊

卑

分

脈

』

を

繰

っ
て
、

山

科

家

の
系

図

を

検

し

て

見

る

と

、

教
行

教
言

i
教
繁

首
座

禅
1

宗

漸
建
仁
寺

新
室
町
院
兵
衛
督

i

汝

子

出
家

禅

億
紀
伊
国
造
仲
光
女

紀
伊
国
造
親
文
朝
臣
妾

i

女

子

俊
長
母

教
興

1

教

冬
〔建
〕

中
賢
蔵
主
単

-

教

友

ネ

ー

宗

在

教
豊

ー
嗣
教

西
堂

相
国
寺
僧

ー
景
嵯

と

な

り
、

教

言

の
実

弟

で
あ

る

こ

と

を
知

る
。

の
国

造

と

し

て

、
教

養
深

く
、

掲

『
尊
卑
分
脈
』
参
照
)
。
『
竜

宝

山
志

』

に

よ

る

と
、

僧
伝
小
考
三
題

(
玉
村
)

(必
要
部
分
の
摘
録
)(新
刊
増
補
国
史
大
系
本
に
拠
る
)

そ
の
在
紀
州
の
事
情
は
、
同
じ
く
姉
妹
の

一
人
に
紀
国
造
親
文
の
側
室
と
な
り
、
当
時

禅
宗

(大
徳
派
下
)に
帰
し
、
大
賢
宗
傑
居
士
と
号
す
る
紀
俊
長
の
母
で
あ
る
人
が
い
る
縁
に
よ
る

(前

俊
長
は
紀
伊
の
興
徳
寺
(
山
号
東
山
)
に
十
境
を
定
め
、
そ
の
詩
を
製
し
、
時
の
住

一
≡
二



一
二
四

持

大
象
宗
嘉
が
序
を
作

っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
東
源
も
俊
長
の
縁
故
で
、
或
は
こ
の
興
徳
寺
に
住
持
す
る
か
、
ま
た
は
寄
寓
し
て
い

た
と
も
想
像
出
来
る
。
更
に

『教
言
卿
記
』
に
よ
る
と
、
応
永
十
四
年
二
月
二
十
四
日
の
条
に

一
源
西
堂
来
臨
、
此
間
円
福
寺
住
云
々
、

と
見
え
、
上
洛
間
も
な
く
、
山
城
円
福
寺
住
持
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
九
月
二
日
の
条
に

一
円
福
寺
蘇
騰
顛
灘
来
臨
、
勧
茶
子
、
六
十
五
才
云
々
、

あ
ざ
な

い
み
な

と
見
え
、
教
言
が
字
と
誰
と
を
と
り
違
え
て
い
た
の
を
訂
正
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
、
今
更
め
い
て
法
名

・
道
号

の
注
記
が
あ
る
の
が

興
味
深

い
。
そ
し
て
応
永
十
四
年
に
六
十
五
歳
で
あ

っ
た
こ
と
も
、
こ
れ
で
知
ら
れ
る
。
同
記
に
よ
る
と
、
応
永
十
五
年
四
月
八
日
の

条

に

宗
漸

一
束
源
西
堂
、
於
鹿
苑
院
、
北
山
殿
懸
御
目
、
畏
存
之
由
、
只
今
悦
喜

々
々
、

と
あ
り
、
亮
去
直
前
の
足
利
義
満
に
、
相
国
寺
鹿
苑
院
に
於
て
面
謁
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
同
年
六
月
七
日

の
条
に

(日
野
重
光
)

一
、
東
源
西
堂
御
目
懸
、
其

モ
裏
松

ヨ
リ
当
寺
僧
方

へ
可
被
露
之
由
被
仰
云
々
、
神
妙

々
々
、

と
あ
り
、
こ
れ
は
足
利
義
満
中
陰
仏
事
の
と
き
の
こ
と
で
、
前
後
の
文
意
か
ら
し
て
、
義
持
に
も
こ
の
日
対
面
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
応
永
十
四
年
五
月
二
日
の

『教
言
卿
記
』
に
は

一
、
紫
野
宗
派
少

々
、
東
源
西
堂
注
給
也
、

と
見
え
る
。
さ
き
の
応
永
十
二
年
十

一
月
九
日
の

『紫
野
夜
話
』
の
こ
と
と
い
い
、
こ
の

「紫
野
宗
派
」
の
こ
と
と
い
い
、
こ
の
東
源

宗

漸
は
、
全
く
大
徳
寺
派
下
の
人
と
し
て
の
信
仰
と
行
動
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
更
に

『教
言
卿
記
』

の
裏

文
書
に
、
東
源

の
自



筆

で
教
言
に
宛
て
た
書
状
が
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

先
日
預
御
札
条
、
殊
恐
悦
L
存
候
、
其
後
も
参
申
度
処
。L
連
日
雨
、
乍
思
不
叶
、
如
何
様
属
晴
候
者
、

可
令
参
入
候
、

兼
又
L

蒙
仰
候
破
尊
宿
夜
話
本
末
L
尋
出
候
、
尚
≧
可
相
尋
候
、
大
燈
国
師
法
語
書
進
候
、
可
持
参
L
候
処
、、
雨
被
遮
候
問
、
先
令
進
候
、

近
日
以
参
謁
可
申
入
候
、
L
期
面
拝
候
、
恐
憧
敬
白
、

六
月
十
五
日

宗
漸

(
」印
は
改
行
を
示
す
)

(ウ
ハ封
)

㈹

「
山
科
殿

宗
漸
」

こ
れ
に
も

『破
尊
宿
夜
話
』
『
大
燈
国
師
法
語
』
等
を
教
言
の
請
に
応
じ
て
、

さ
が
し
求
め
た
り
、

書
写
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
見

え
、
明
ら
か
に
大
燈
国
師
宗
峰
妙
超
の
児
孫
の
よ
う
な
様
相
が
窺
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
東
源
宗
漸
の
法
系
に
疑
問
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
簡
単
に
宗
峰
派
下
と
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

ま
ず
義
堂
周
信
の

『空
華
集
』
を
見
る
と
、
そ
の
巻
十
四

「序
」
の
部
に
左
の

一
文
が
あ
る
。

除
夜
感
懐
詩
序

(貞
治
五
年
)

(建
仁
寺
)

(良
永
)

余
以
丙
午
冬
、
自
関
左
再
遊
京
螢
、
抵
干
東
山
、
仮
楊
故
人
永
相
山
之
室
、
与
道
元
諸
友
夜
話
、
是
時
、
席
上
有

一
開
士
漸
公
、

(康
暦
二
年
)

始
与
予
目
撃
者
、
公
年
二
十
三
、
余
則
四
十
二
　
、
後
十
五
年
、
庚
申
春
、
予
奉
官
差
、
戸
東
山
、
又
遷
等
持
之
明
年
歳
秒
、
有

(
梵
殉
)

法
姪
殉
季
僕
、
帯

一
柄
而
至
、
視
之
、
乃
東
山
目
撃
者
也
、
因
与
語
、
及
丙
午
会
、
感
旧
慨
然
、
遂
出
械
中
詩
巻
、
請
予
序
之
、

詩
皆
奇
、
以
除
夜
感
懐
為
目
、
頗
有
歳
不
我
与
之
歎
、
蓋
為
公
発
、
所
以
勧
其
日
新
之
学
也
、
聞
昔
榜
厳
会
上
、
仏
指
恒
河
水
示

波
斯
匿
王
、
令
其
知
有
常
住
真
性
、
蓋
以
年
有
童
毫
之
差
、
而
水
無
今
昔
之
異
也
、
今
予
与
公
別
、
歳
月
曽
幾
何
哉
、
予
則
髪
白

僧
伝
小
考
三
題

(玉
村
)

=
一五



一
二
六

面
搬
、
老
干
四
十
之
年
、
公
則
志
気
益
充
、
壮
於
二
十
之
時
、
老
壮
錐
殊
、
其
感

一
也
、
於
戯
、
庸
誼
知
彼
遷
流
生
滅
中
、
有
不

遷
者
存
邪
、
錐
然
今
観
藪
巻
中
、
已
減

一
道
元
、
則
所
謂
恒
河
水
者
、
果
為
流
乎
、
不
流
乎
、
真
性
云
者
、
抑
其
存
殿
、
不
存
鰍
、

(侑
藝
)

公
其
審
而
思
之
、
詩
若
干
、
書
者
相
山
、
首
唱
者
用
文
、
嘗
与
予
分
座
、
後
和
者
、
東
山
旧
識
、
而
漸
、
字
東
源
、
今
主
璽
玉
林
、

与
季
僕
同
居
云
、
永
徳
辛
酉
歳
除
之
夕
、
五
毫
釈
義
堂
聖
某
叙
、

げ
ん

こ
れ
は
義
堂
周
信
が
貞
治
五
年
丙
午
に

一
時
関
東
よ
り
京
都
に
帰
り
、
建
仁
寺
内
の
旧
友
相
山
良
永
の
寓
居
祥
雲
庵
に
身
を
寄
せ
、
元

の
亡
命
僧
道
元
口
信
な
ど
と
久
し
ぶ
り
に
夜
話
に
興
じ
た
。
そ
の
席
上
に
東
源
宗
漸
が
在
り
、
義
堂
と
初
対
面
を

し
た
。
時
に
東
源
二

十
三
歳
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十
五
年

の
後
、
康
暦
二
年
庚
申
、
義
堂
は
幕
命
を
以
て
建
仁
寺
に
住
し
、

つ
い
で
等
持
寺
に
遷
住
し
た
。

そ

の
翌
年
、
義
堂
の
法
姪
季
瑛
梵
殉
が

一
柄
を
伴

っ
て
、
義
堂
を
等
持
寺
に
訪
れ
た
。
見
れ
ば
十
七
年
前
、
建
仁
寺
で
目
撃
し
た
東
源

宗
漸
で
あ
る
。
そ
し
て
東
源
は

一
巻
の
詩
軸
を
出
し
て
、
義
堂
に
序
を
求
め
た
。
そ
れ
は

「除
夜
感
懐
」
と
題
せ
ら
れ
、
用
文
侑
藝
が

首

唱
し
、
東
源
等
建
仁
寺
衆
僧
が
こ
れ
を
和
し
、
相
山
が
執
筆
し
て
い
る
。
た
だ
十
七
年
前
の
顔
触
れ
と
異
る
の
は
、
道
元
口
信
が
い

な
い
こ
と
で
あ
る
(恐
ら
く
河
南
の
陸
仁
と
共
に
帰
国
し
た
の
で
あ
ろ
う
)と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
序
を
義
堂
が
製
し
た
の
は
永

徳
元
年
(康
暦
二
年
の
翌
年
)
で
あ
り
、
時
に
東
源
は
塁
玉
林
(建
仁
寺
の
前
堂
首
座
寮

の
名
)
に
主
た
り
と
い
う
か
ら
、
建
仁
寺
に
在
籍

し
、
前
堂
首
座
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
れ
を
伴

っ
て
来
た
義
堂
の
法
姪
、
季
撲
梵
殉
と
は
、
義
堂
の
法
兄
無
極
志
玄
の
法
嗣

で
あ
り
、
こ
れ
も
前
後
の
様
子
か
ら
見
て
、
山
科
家
の

一
族
出
身
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

『教
言
卿
記
』
に
も
屡

々
名
が
見
え
、
応
永
十

四
年
四
月
十
九
日
前
掲
の
条
に

一
束
源
西
堂
来
臨
、
勧
茶

・
ユ
ッ
ケ

・
茶
子
、



〔済
〕

一
梵
殉
西
堂
号
季
瑛
云

々
、
今

ハ
慈
齊
院
坊
主
、

と
あ
り
、
同
年
九
月
二
日
の
条
(
前
掲
)
に
も

一
円
福
寺
齢
脳
晒
醗
来
臨
、
勧
茶
子
、
六
十
五
才
云
々
、

次
万
寿
寺

疏
胸
範
蟷
歳
六
十
四
才
云
々
、

と
見
え
、
応
永
十
五
年
六
月
十
九
日
の
同
記
に
よ
る
と
、
弟
子
の
牧
庵
正
謙
が
遺
物
と
し
て

『
碧
巌
録
』

一
部
と

『
法
華
経
』

一
部
と

を
教
言
に
贈

っ
て
い
る
か
ら
、
万
寿
寺
住
持

(『
五
山
歴
代
』
に
よ
れ
ぱ
第
六
十
三
世
)
を
経
て
、
こ
の
時
を
遡
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
時

期

に
示
寂
し
て
い
る
ら
し
い
。
夢
窓
派
慈
済
門
派
の
人
で
あ
る
。
ま
た
東
源
は

『
教
言
卿
記
』
に
応
永
十
四
年
(
一
四
〇
七
年
)
に
六
十

五
歳
と
あ
り
、

『空
華
集
』
に
は
貞
治
五
年

(
一
三
六
五
年
)
に
二
十
三
歳
と
あ
り
、
計
算
し
て
見
る
と

一
年
の
齪
齢
が
あ
る
が
、
大
体

は
合
致
す
る
。
し
て
見
る
と
、
東
源
は
そ
の
前
半
生
は
五
山
派
に
属
し
、
建
仁
寺
に
掛
籍
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
少
な

く

と
も
三
十
八
歳
の
永
徳
元
年
頃
ま
で
は
そ
う
で
あ
る
。

『尊
卑
分
脈
』
の
註
記
に

「禅
」
「建
仁
寺
」
「首
座
」
と
見
え
る
の
は
、
こ

れ

と
符
節
を
合
す
る
。
し
か
る
に
、

『
教
言
卿
記
』
に
見
え
る
所
の
み
を
以
て
す
れ
ば
、
ど
う
も
林
下
に
属
し
、
大
燈
国
師
の
法
系
に

属
す
る
が
如
く
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
後
、
東
源
は
転
派
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
若
し
そ
う
な
ら
ば
、
何
も
と
り
た
て
て
い
う

事
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
包
懐
す
る
思
想
は
大
燈
国
師
系
の
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
応
永
中
期
に
至
っ
て
も
、
な
お
五
山
派

の
籍
が
そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
の

『
当
寺
規
範
』
と
い
う
写
本

の
規
式
集
で

あ

る

(
こ
れ
は
昭
和
三
十
二
年
頃
、
今
枝
愛
真
氏
が
両
足
院
で
採
訪
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
)。

そ
の
う
ち
に
、

応
永
十
七
年
三
月
二

日
の
規
式
が
あ
り
、

僧
伝
小
考
三
題
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村
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一
二
八

建
仁
寺
法
式
条
々

一
入
院
両
班
諸
役
人
、
再
三
固
辞
、
毎
度
欲
欠
事
、
向
後
如
此
輩
者
、
自
新
命
方
、
可
令
注
名
字
於

公
方
事
、

一
禅
客
人
衆
、
焼
香
侍
者
上
名
之
後
、
随
意
起
単
之
輩
、
罪
与
欠
禅
客
者
同
、
次
布
薩
用
便
、
維
那
寮
出
差
定
之
後
、
報
起
単
之

輩
、
永
不
可
免
参
暇
事
、

一
、
僧
井
沙
喝
稜
厳
頭
、
能

々
択
器
量
可
請
之
、
或
構
盧
病
、
或
浪
起
単
、
和
寮
主
出
院
、
永
不
可
免
参
暇
、
但
於
病
者
、
細
加

点
検
、
若
実
病
者
可
免
之
事
、

一
寺
領
等
大
小
庄
主
、
或
順
次
、
或
器
用
、
或
功
労
、
細
加
評
議
、
可
補
任
之
、
若
理
運
有
数
人
、
則
於
衆
中
拮
闘
可
任
之
、
錐

為
住
持
寺
官
、
背
公
儀
、
任
私
意
不
可
浪
補
任
弟
子
同
宿
等
、
次
後
生
新
控
搭
、
非
理
運
者
、
以
諸
方
豪
縁
、
望
其
職
之
輩
、

即
時
可
出
院
其
身
、
次
年
期
之
外
、
誘
地
下
人
、
令
抑
留
之
輩
、
可
為
同
罪
、
若
有
自
門
徒
吹
嘘
之
輩
者
、
自
然
未
進
癬
怠
逐

電
之
時
、
門
中
可
弁
之
、
不
然
不
可
用
吹
嘘
事
、

一
乗
払
者
叢
林
之
盛
礼
也
、
勤
之
頭
首
、
可
免
官
銭
、
但
前
堂
者
、
旧
法
之
間
、
可
有
沙
汰
事
、

右
条
々
経

公
方
上
音
僅

留

一
本
於
御
前
、
所
定
置
也
、
永
代
護
此
法
、
軒
致
沙
汰
者
也
、
若
有
借
権
門
之

力
、
欲
変
乱
者
、
自

寺
家
可
申

公
方
之
由
、
被
仰
出
之
処
也
、
価
式
法
之
旨
如
件
、

維
那

応
永
十
七
年
三
月
二
日

法
東

(・仲
方
)

西
堂

(
・子
喩
)

都
寺

住
山
円
伊

霊
俊

元
理

自
泉

(
・
叔
芳
)

納
所

仁

功

周

仲

宗

運



単
寮

思

恭

賢

恵

宗

日

(
・
聖
徒
)

(
・
東
源
)

都
聞光

永

東
藁

明

麟

宗

漸

寿

玄

首
座

法

紳

彦

受

良

玉

(
・
大
業
)

東
堂

徳

基

建

命

と

い
う

の
が

そ

れ

で
、
そ

の
末

の
連

署

の
う

ち

に
、

「
西

堂
」

と

し

て
、
東

源

宗

漸

の
名

が
見

え

る
。

即

ち

こ

の
頃

(
『
教

言

卿

記

』

に
大

燈
派

下

の
装

い
を

以

て

あ

ら

わ

れ

る

頃

)
も

、

五

山
派

建

仁

寺

の
評

定

衆

の

一
人

と

し

て
、

同

寺

運

営

の
枢

機

に
預

っ
て

い

る

の

で
あ

る
。

因

み

に
、

東

源

は
、

『
教

言
卿

記
』

応

永

十

二
年

九

月

十

一
日

の
条

に

よ

る

と
、

(太
白
真
玄
)

(紀
親
文
)

一
、

雲

門

庵
鯨
鮪
控
来
臨

、
勧

茶

、

次
宝

生

院
来

臨

之
処

、

前

竜

翔

寺

東

源

西

堂
来

臨

、

井

紀

三

品

来

之

問

、

於

其

席

勧

茶

キ
、

西

(敬
翌
彦
輯
)

堂

被

帰

了

、

其
後

談
義

、

三

品

入
道

・
清

阿
聴

聞

之

也
、

り
よ
う
し
よ
う

じ
よ
う
み
ん

と
あ
り
、
既
に
応
永
十
二
年
当
時
、
竜
翔
寺

の
前
住
で
あ
る
。
竜
翔
寺
は
大
応
国
師
南
浦
紹
明
が
開
創
す
る
所
で
、
山
城
西
京
安
井
に

せ
い
ど
う

在

り

、
幕

府

か

ら

は

「諸

山
」

の
列

に
擬

せ

ら

れ
、

五

山
派

官

寺

の

一
に

な

っ
て

お

り
、

そ

の
住

持

に

な

れ
ば

、

所

謂

「
諸

山

の
西

堂

」

そ

げ
ん

で
、
法
諦
に

「
西
堂
」
を
付
し
て
称
せ
ら
れ
る
格
式
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
南
北
朝
末
永
徳
年
間
に
建
仁
寺
に
座
元
(前
堂
首
座
)
で

あ

っ
た
東
源
は
、
間
も
な
く
諸
山
竜
翔
寺

の
公
帖
を
受
け
、
五
山
派
の
諸
山
西
堂
位
に
昇
り
、
引
き
つ
づ
き
五
山
派

に
在
籍
し
た
事
に

な
る
。
し
か
し
、
そ
の
三
年
後
、
応
永
二
十
年
七
月
頃
に
、
東
源
は
大
徳
寺
住
持
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
は
山
科
教
言
の
子
息

教

興
の
日
記

『教
興
卿
記
』
に
見
え
る
。
こ
の
日
記
も
宮
内
庁
書
陵
部
に
自
筆
原
本
が
伝
蔵
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
、

(
山
科
教
豊
)

(
範
舜
)

口

月

、

今

月

大

徳

寺

へ
当

住
持

漸

西

堂
、

当
家

輩

皆

以
被

招

請

、

内

蔵

頭

・
新

中

将

・
右

少

将

.
高

橋

、

皆

以

一
結

ッ

、
随

身

ア

僧
伝
小
考
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村
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二
二
〇

リ
、
宇
治
房

・
鼻
阿
会
同
道
、

と
。
こ
れ
は
七
月

一
日
と
七
日
と
の
間
の
記
事
で
惜
し
い
こ
と
に
日
付
が
虫
損
で
見
え
な
い
が
、
こ
の
間
の
数
日
の
記
事
で
あ
る
。
入

院
の
日
は
こ
れ
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
、
入
院
間
も
な
く
、

一
族
の
人
を
招
待
し
て
就
任
披
露
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
徳
寺

へ
招
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
入
院
住
山
し
た
こ
と
は
事
実
で
、
坐
公
文
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
問
題

は
こ
の
入
院
に
際
し

て
つ
と
う

て
、
嗣
香
を
誰
に
熱
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
時
に
徹
翁
下
の
法
を
嗣
い
で
転
派
し
た
と
も
考
え
得
る
が
、
前
述
の
如
く
足
利
氏

と
の
深
い
因
縁
の
あ
る
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
に
な
っ
て
遽
か
に
転
派
の
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
寧
ろ
幕
府
の
意
を
体
し
て
、
大
徳

こ
と
さ

寺

の
十
方
住
持
の
実
を
挙
ぐ
べ
く
、
故
ら
に
他
派
の
法
を
以
て
同
寺
に
臨
ん
だ
と
見
る
方
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
上
、
注
目
す
べ
き
は
、
応
永
三
十
二
年
頃
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
る

『
徹
翁
和
尚
語
録
』

の
古
板
本
の
巻
末
に
助
縁
名
簿
が
つ
い

て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
に

浄
妙
宗
漸

大
徳
宗
鞠

徳
禅
禅
興

(国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
)

と
見
え
、
各

一
貫
三
百
五
十
文
を
助
縁
し
て
い
る
と
見
え
る
が
、
こ
こ
に
「
浄
妙
宗
漸
」
と
あ
り
、
東
源
は
大
徳
寺
住
持
を
つ
と
め
た
の

ち
、
五
山
の

一
た
る
浄
妙
寺
の
住
持
と
な

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
推
算
す
れ
ば
東
源
九
十
歳
の
高
齢
で
あ
り
、
鎌
倉
ま
で
赴
任
し
た
と

は
考
え
ら
れ
ず
、
恐
ら
く
坐
公
文
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
東
源
は
終
生
五
山
派
に
と
ど
ま

っ
た
こ
と
が
明
白
と
な

っ
た
。

さ
て
東
源
の
法
系
は
不
詳
だ
と
は
い
え
、
ま
ず
大
応
国
師
門
徒
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
こ
と
で
あ
る

(今
迄
も
そ
の
前
提

の
上
に
説

い
て
来
た
)。
そ
れ
は
法
誰
の
系
字

「宗
」
字
に
よ

っ
て
も
わ
か
る
。

若
し
大
応
派
だ

っ
た
と
し
て
、

建
仁
寺
内

で
同
派

の
止
住
す
べ

き
塔
頭
を
求
め
れ
ば
、
こ
の
当
時
と
し
て
は
、
天
潤
庵
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
同
庵
は
南
浦
紹
明
の
直
弟
可
翁
宗
然

の
塔
所
で
あ
る
。



た
つ
す

南
北
朝
末
に
は
可
翁
の
直
弟
大
用
宗
任
が
塔
主
で
あ
り
、
羽
振
り
を
き
か
せ
て
い
た
。
東
源
も
こ
の
辺
に
本
籍
を
置

い
て
い
る
の
で
は

あ

る
ま
い
か
。

と
い
う
の
に
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
は
山
科
教
言
を
続
る
禅
僧
に
は
、
天
潤
庵
の
徒
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

『教
言

卿

記
』
応
永
十
三
年
七
月
十
九
日
の
条
に

㈲

一
、
天
潤
庵
機
書
記

・
由
知
客
入
来
、
勧

一
蓋
干
飯
、

と
見
え
、
ま
た
十
四
年
五
月
十
八
日
の
条
に
も

〔
天
〕

一
、
高
崖
和
尚
第
七
年
忌
明
後
日
、
廿
日
、
傍
香
銭
如
形
百
疋
、
送
遣
伝
潤
庵
.宗
機
書
記
許
へ、

と
あ
る
。
こ
の
天
潤
庵
の
徒
宗
機
に
注
目
す
べ
き
で
、
ま
た
こ
こ
に
名
の
出
る
高
崖
和
尚
(
高
崖
宗
弥
、

一
に
浩
涯
宗
弥
)も
天
潤
庵
で

仏
事
が
あ
る
ら
し
く
、
教
言
は
同
庵
に
香
銭
を
送
っ
て
い
る
。
宗
機
は
そ
の
門
弟
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ぱ
同
じ
く
教
言
の
側

近

で
、
同
じ
く
大
応
派
で
あ
る
東
源
も
自
然
天
潤
庵
の
徒
で
あ
る
と
推
察
す
る
の
も
強
ち
無
理
と
は
い
え
な
い
。

も
う

一
つ
の
理
由
は
、
同
じ
よ
う
に
大
徳
寺
大
燈
派
下
に
関
係
が
あ
り
な
が
ら
、
然
も
天
潤
庵
の
門
徒
で
あ
る

こ
と
が
歴
然
た
る
人

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
さ
き
の

『
教
言
卿
記
』
に
出
て
き
た
浩
涯
宗
弥
で
あ
る
。

『
真
珠
庵
文
書
』
の
う
ち
に

「徹
翁
派
関
山
派

労
正
記
録
」
と
い
う
抄
物
め
い
た
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
鏑
翁
口
印
と
い
う
法
燈
派
の
人
が
、
文
明
年
間
頃
、
和
泉
堺
に
住
し
、
近
傍

の
禅
通
寺
(摂
津
)少
林
寺
(
河
内
)等
建
仁
寺
天
潤
庵
末
寺
や
住
吉
慈
恩
寺
(
大
徳
派
下
)
に
伝
わ
る
口
説
を
聞
書
し
た
も
の
で
、
そ
の
う

ち
に

昔
然
可
翁
之
弟
子
大
用
和
尚
、
其
弟
子
弥
西
堂
、
道
号

ハ
浩
涯
ト
申

ス
人
ア
リ
、
舜
日
峰
ト
会
合
ス
ル
事
度

々
也
、
日
峰
ッ
ネ

ニ

僧
伝
小
考
三
題

(玉
村
)
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一
三
二

徹
翁
派
ヲ
ソ
シ
ッ
テ
云
、
徹
翁

ノ
仏
法

ハ
滅
却

ス
、
今
言
外
仏
法

ヲ
唱
ル
ハ
イ
タ
カ
ナ
リ
ト
、
浩
涯
ノ
云
、
ヤ
ト
ノ
宗
舜
坊

ヨ
、
此

.ノ
宗
弥
力
前
ナ
ソ
ト

ニ
テ
、
カ
カ
ル
事
ヲ
申
ス
ヨ
コ
ノ
者
力
、
又
ハ
推
参
ナ
ル
者
力
、
又
ヌ
ス
人
力
、
イ
カ
サ
マ
モ
ツ
ラ
ノ
皮

ハ

厚
シ
、
ス
ネ
ニ
キ
ス
モ
チ
タ
ル
者

ハ
竹
原
ヲ
シ
ラ
ス
ト
云

コ
ト

ハ
サ
ア
リ
、

ス
ネ

ニ
キ
ス
モ
チ
ナ
カ
ラ
、
人
前

ニ
テ
カ
カ
ル
事

ヲ

申

ス
ハ
、
ヲ
コ
ノ
者
カ
ナ
ト
テ
、
此
記
録
ヲ
、

コ
ト
コ
ト
ク
説
キ
キ
カ
セ
ラ
レ
ケ
リ
、
其
後
日
峰

ハ
ロ
ヲ
ト

ツ
ト
ナ
リ
、
杓
吼

と
見
え
、
浩
涯
は
天
潤
庵
の
大
用
宗
任
の
門
弟
で
あ
る
こ
と
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
関
山
派

の
日
峰
宗
舜
が
大
徳

寺

の
徹
翁
義
亨

・
言
外
宗
忠
の
こ
と
を
非
難
し
た
の
に
憤
然
と
し
て
抗
弁
し
、
徹
翁
派
下
の
宗
旨
に
好
意
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
点
も

東
源
と
酷
似
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
人
が
天
潤
庵
に
は
多
い
の
で
あ
る
。
後
に
見
ら
れ
る
遠
漢
祖
雄
の
幻
住
派
が

五
山
に
入
り
、
五
山

僧
が
宗
旨
と
寺
院
相
承
の
上
で
両
派
を
兼
稟
し
て
二
重
人
格
的
に
活
動
し
た
形
の
萌
芽
が
既
に
こ
の
派
に
見
ら
れ

る
よ
う
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
畏
友
国
学
院
大
学
教
授
吉
川
泰
雄
氏
よ
り
提
示
さ
れ
た
同
氏
が
最
近
入
手
し
た
聞
書
に
、
興
味
あ
る
記
事
を
見
出
し

た
。
こ
の
聞
書
は
、

『
眼
裡
砂
』
と
題
し
、
無
著
道
忠
自
筆
の
筆
写
本
で
、
大
徳
寺
の
古
岳
宗
亘
が
主
と
し
て
そ

の
師
実
伝
宗
真
そ
の

祖
春
浦
宗
熈
よ
り
直
接
間
接
に
聞
い
た
口
説
を
記
し
た
も
の
で
、
徹
翁
義
亨
ー
言
外
宗
忠
-
華
隻
宗
曇
-
養
隻
宗
願
と
相
承
す
る
大
徳

寺
の
正
統
派
の
伝
承
の
正
し
さ
を
強
調
し
、
関
山
派

・
峰
翁
祖

一
の

一
派

・
大
模
宗
範
の
分
派

・
一
休
宗
純
の
派
な
ど
、
同
じ
く
大
応

派
で
は
あ

っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
劣

っ
て
お
り
、
況
や
五
山
派
に
至

っ
て
は
物
の
数
で
は
な
い

こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
(本
書
と
同

一
内
容

の
写
本
が
龍
谷
大
学
図
書
館
に

『
大
徳
寺
夜
話
』

と
題
し
て
架
蔵
さ
れ
て
い
る
由

を
滝
田
英
二
氏
よ
り
御
示
教
を
受
け
た
)。
そ
の
う
ち
の

一
項
に

　

　

　

　

　

一
、

天

潤

奄

弥

高

崖

、

十

刹

西

堂

時

、

参

禅

言

外

和

尚

、

言

外

云
、

労

昌老

脚

一遠

ク
来

ル

ポ
ト

ニ
、

下

語

二

句

ッ

・
工

夫

メ

来

レ
、



　
　
　
　

一
句

ニ
テ
不
レ当
、
則
二
句
可
許
挙
、
高
崖
終

一二

度

モ
不
拳

三
一句
↓
於
途
中
別
ノ
句
ヲ
工
夫
シ
ダ

セ
バ
、
途
中

ヨ
リ
却
回
メ
挙

之
、
或
時
言
外
与
印
可
状
、
高
崖

一
条
辺
マ
テ
可
行
時
分

二
、
行
者
ヲ
走
ラ
セ
テ
、
印
可
状
ヲ
取
リ
返
ス
、
叢
林
出
世
ノ
望

ナ

　

　

　

者

ヂ

ヤ
程

二
、
我

ガ
門

徒

二
居

テ
、
仏

法

ヲ
建

立

セ

マ
シ

ト
思

テ
如

此

也

、
果

ソ

五
十

二

年

、
企

建

仁

之

住

一、

帖

出

ル
前

ノ
日

、

こ
俄

病
テ
死
ス
、
是

ハ
法
罰
也
、

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
浩
涯
は
言
外
宗
忠
に
参
禅
し
、
印
可
を
受
け
る
所
ま
で
行

っ
た
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら

ず
、
天
潤
庵
を
離
れ
ず
、
建
仁
寺
の
公
帖
を
望
み
、
五
山
派

へ
の
出
世
の
希
望
を
捨
て
て
い
な
い
。
天
潤
庵
に
は
こ
う
い
う
人
が
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
宗
旨
は
徹
翁
派
下
(恐
ら
く
は

一
種
の
密
参
)
で
、
昇
進
は
五
山
派
と
い
う
よ
う
に
二
ま
た
を

か
け
て
い
る
人
が

多
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
徹
翁
派
下
は
嫌

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
よ
う
な
中
傷

の
巷
説
も
こ
れ
が
原
因
で
生
ま
れ
て
い

る
。
浩
涯
は
応
永
十
四
年
五
月
二
十
日
が
七
周
忌
で
あ
る
か
ら
、
応
永
八
年
五
月
二
十
日
に
示
寂
し
た
事
に
な
る
。

次
に
、
巨
整
と
い
う
人
が
い
る
。
こ
の
人
は
大
徳
寺
の
世
代
に
入

っ
て
い
る
。

『
竜
宝
山
志
』
等
に
よ
れ
ぱ
第
二
十
三
世
で
あ
る
。

東
源
よ
り
や
や
後
に
同
寺
に
入
院
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
人
の
嗣
法
に
つ
い
て
も
、
同
書
に

「大
模
門
人
」
と
あ
る
の
み
で
、

大
模
に
嗣
法
し
た
と
記
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
巨
堅
が
矢
張
り
天
潤
庵
の
徒
で
あ
る
。

『
東
山
塔
頭
略
伝
』

の
天
潤
庵
の
条
に

巨
岳
名
閾
住
大
徳
諜
齢
、

と
見
え
、
天
潤
庵

の
塔
主
の
世
代
に
入
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
例
の

『眼
裡
砂
』
に
巨
堅
の
こ
と
も
見
え
て
、
こ
の
間
の

事
情
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

こ

　

　

一
、

天

潤

巨

整

、

参

大

模

、

終

小

師

ナ

ラ

ス
、

大

模

印

可

之

心

二
、

被

贈

衣

鉢

、

太

模

滅

後

、

大

徳

寺

十

刹

之

時

、

入

院

、

嗣

僧
伝
小
考
三
題

(玉
村
)

一
三
三



二

二
四

　　

　

こ

え
　

法

香

ヲ
焼
於
天
潤

大
畏

春
作
腹
立
シ
テ
、
衣
鉢
ヲ
取
還

云
云
、

と
あ
り
、
大
徳
寺
に
住
し
な
が
ら
、
同
寺
派
下
の
大
模
宗
範
に
嗣
法
し
て
、
徹
翁
派
の
人
に
な
ら
ず
、
五
山
派
の
天
潤
庵
大
用
宗
任
に

嗣
法
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
大
徳
寺
に
と
っ
て
は
迷
惑
で
あ

っ
た
と
見
え
、
そ
の
住
持
籍
に
は
五
山
派

の
嗣
法

を
記
さ
ず
、
さ
り
と

て
大
模
に
嗣
法
し
た
と
も
書
け
ず
、

「大
模
門
人
」

の
表
現
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
概
し
て
大
徳
寺

の
住
持
籍

に
嗣
法

の
記
事
を

閾
く
人
は
、
嗣
承
不
詳
で
は
な
く
、
徹
翁
派
下
以
外
の
法
系

の
記
載
が
世
代
記
に
歴
然
と
見
え
る
の
を
嫌

っ
て
、

故
意
か
無
意
識
か
は

知
ら
な
い
が
、
嗣
法
の
記
事
を
次
第
に
抹
消
し
て
行

っ
た
催
が
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
も
こ
の
東
源
宗
漸
は
、
徹
翁
派

下
の
宗
旨
を
奉
じ

な
が
ら
、
他
派
に
嗣
法
し
た
高
算
が
い
よ
い
よ
多
く
な
る
。
若
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
天
潤
庵
、
時
代
か
ら
言

っ
て
、
矢
張
り
大
用
宗
任

へ
の
嗣
法
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
同
じ
く
大
応
派
な
が
ら
、
大
燈
派
下
以
外

の
他
派
を
住
持
に
迎
え
る
こ
と
は
、
花
園
法
皇

の
大
燈
国
師
門
徒

一
流
相
承
、
他

派
を
交
う
べ
か
ら
ず
と
の
遣
詔
に
背
く
こ
と
に
な
り
、
大
徳
寺
と
し
て
は
迷
惑
千
万
で
あ

っ
た
ろ
う
が
、
応
永
年
間

に
は
同
寺
は
十
刹

の
列
位
に
在
り
、
幕
府
の
管
轄
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
幕
府
は
官
寺
た
る
も
の
の
十
方
住
持
制
を
強
行
し
よ
う
と
し
た
。
殊
に
足
利
義

持

は
、
こ
れ
を
厳
重
に
励
行
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
そ
の
義
持
で
さ
え
、
大
徳
寺
に
全
く
別
派
を
入
れ
る
こ
と
は
偉

っ
た
。
そ
こ
で
、

大
燈
下
よ
り
も
幅
を
ひ
ろ
げ
、
大
応
派
全
般
か
ら
住
持
を
選
任
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
迄
の
譲
歩
が
あ
れ
ば
、
大
徳
寺
と
し
て
も
受
入

れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
不
本
意
な
が
ら
建
仁
天
潤
庵

・
南
禅
正
眼
院

・
但
馬
大
明
寺
の
法
系
の
人

々
を
入
住
さ

せ
て
い
る
。
東
源
は

室

町
幕
府
に
親
近
し
て
い
る
公
家
山
科
家
の
出
身
と
い
え
ば
、
大
徳
寺
も
嗣
法
の
異
な
る
故
を
以
て
拒
絶
は
出
来
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
、
華
隻
宗
曇
の
法
嗣
茂
林
宗
繁
も
天
潤
庵
の
出
身
で
、
の
ち
華
翌
の
法
を
嗣
い
で
大
徳
派
下
に
な

っ
た
人

で
あ
り
、
養
曼
宗



願
は
、
は
じ
め
聖

一
派
の
九
峰
紹
奏
の
徒
で
、
の
ち
天
潤
庵
に
巨
堅
に
参
じ
、
茂
林
宗
繁
の
指
示
に
よ
り
、
華
婁
に
参
じ
、
大
徳
派
下

に
転

じ
た
し
、
や
や
時
代
が
下

っ
て
実
伝
宗
真
も
天
潤
庵
の
晋
挙
宗
才
に
師
事
し
、
の
ち
大
徳
寺
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
単
に
徹

翁
派
下
の
み
な
ら
ず
、
関
山
派
の
無
因
宗
因
も
無
因
宗
縁
と
称
し
て
、
天
潤
庵
の
徒
で
あ

っ
た
。
然
ら
ぱ
天
潤
庵
の
存
在
は
叢
林
と
林

下
、
武
家
と
公
家
の
勢
力
の
緩
衝
地
帯
と
し
て
、
ま
た
両
者
の
橋
渡
し
的
な
役
割
を
果
す
と
こ
ろ
と
し
て
、
極
め
て
特
異
な
存
在
で
あ

り
、

そ
の
門
徒
は
徹
翁
派
下
の
門
徒
と
殆
ん
ど
等
質
で
あ
り
、
何
等
か
僅
か
の
外
的
な
条
件
に
よ

っ
て
、
或
は
後
年
大
徳
寺
に
帰
属
し
、

或

は
五
山
派
に
出
世
す
る
と
い
う
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
も
の
と
見
得
る
で
あ
ろ
う
。
東
源
宗
漸
も
そ
の

一
好
例
で
あ
る
。
寧
ろ
大
徳

寺
が
官
寺
で
あ
る
以
上
、
最
少
限
度
の
五
山
と
の
接
触
の
場
と
し
て
建
仁
寺
天
潤
庵
は
大
徳
寺
に
と
っ
て
、
大
切
な
存
在
で
あ
っ
た
と

も

い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
項
は
、
嘗
て

「初
期
妙
心
寺
史
の
二
三
の
疑
点
」
と
題
す
る
拙
稿
の

「下
」
(『日
本
仏
教
史
』
第
四
号
)
の
註
圃

⑳
㈱
に
略
述
し

た

こ
と
が
あ
り
、

一
部
重
複
す
る
が
、
今
回
新
史
料
を
得
た
の
で
、
そ
れ
を
交
え
て
再
び
詳
説
し
た
。

『眼
裡
砂
』
を
提
供
し
て
下
さ

っ
た
吉
川
泰
雄
氏
、
『
大
徳
寺
夜
話
』
の
こ
と
を
お
教
え
下
さ

っ
た
滝
田
英
二
氏
に
甚
深
の
謝
意
を
述
べ
る
。
な
お
『
教
言
卿
記
』
に
つ

い
て
は
臼
井
信
義
氏
よ
り
援
用
記
事
の
脱
漏
に
つ
い
て
示
教
を
う
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
同
氏
は
近
日
同
記
の
詳

し
い
考
察
を

『
高

橋
隆
三
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
』
に
発
表
さ
れ
、
又
同
記
を

『
史
料
纂
集
』
に
収
め
て
校
刊
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
節
は
参

照

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

■

(1)

故
実
叢
書
本

の

『
尊
卑
分
脈
』

に
よ

る
と
、

僧
伝
小
考
三
題

(玉
村
)

教
繁
以
下
は
教
言

の
父

の
兄
第

に
な

っ
て
い
る
が
、

く
ぎ
よ
う
ふ
に
ん

国
史
大
系
本

は

『
公
卿
補
任
』

二
二
五

の
教
繁

の
条



〔2}(4) (3}

一
三

六

し

つ
け

の
尻
付

(永
和
四
年

の
条
)
の
記
載
に
よ

っ
て
、
こ
れ
を

一
世
代

繰
下
げ

、
教
言

の
兄
弟

に
改

め
て
あ

る
。
い
ま
は
こ
れ
に
従

っ
た
。

円
福
寺
は

『
山
城
名
勝
志
』
に
よ
る
と
京
都

に
在
り
、

矢
張
り
南
浦
紹
明
を
開
山
と
す
る
寺

ら
し
く
、
竜

翔
寺

・
大
徳
寺

と
相
並
ん
で
大
応

派

下

で
は
最
も
大
切
な
寺
と
な

っ
て
お
り
、
「竜

翔
寺

重
書

紛
失
状

」
(
『
大
日
本
古

文
書

』
の

『
大
徳
寺
文
書

』
巻

一
の
第

一
六
二
号
文
書

に
)
収

め
ら
れ
た
後
光
厳
天
皇
論
旨
案
に
も

大
徳
竜
翔
円
福
寺

等
事
、
寺
領

失
墜

、
仏

閣
荒
廃
之
条

、
所
被
驚

思
食
也

、
殊
被
専

三
寺
之

興
行
、
可
令
祈

四
海
之
安
全
給
者
、

天
気
如
此
、
傍
執
達
如
件

延
文
三

八
月
四
目

左
中
弁

時
光

徹
翁
和
尚
禅

空

と
見
え
る
程
で
あ
る
。
こ
れ
が
現
在
の
八
幡

の
円
福
寺

と
ど
う
い
う
関
係
に
な
る
の
か
は
知

ら
な
い
。

こ
の
文
書
は
桃
裕
行
氏
よ
り
示
教
を
う
け
た
。

こ
の
…機
書
記
、

「宗

機
」
と
も
見

え
る
が
、

『
教

言
卿
記

』
応
永

十
五
年
十

一
月
十

六
日
の
条

に

一
、
機
首
座
来
、
北
山
殿
御
出
紫
野
、
長
老
御
相
看
、
万
法
不
侶
者
誰
御
定

、
長
老
著
語

云
、
当
面
逢
著

、

と
見

え
、
足
利
義
持
が
大
徳
寺
に
詣

っ
て
、
当
住
長
老
と
問
答

を
し
た
有
様

を
教
言
に
報

じ
て
い
る
。
恐

ら
く
宗
機

も
同
席

し
た
に
相
違

な
い
。

『
眼
裡
砂
』

に
よ

る
と

一
、
応
永
十

五
年
八
月
、
柳
営
遊

竜
宝
、
以
使
者
間

大
模

和
尚

、
不
与

万
法
為
侶

者
、
是
什
腰
人
、
模

云
、
面
前
逢
著

、
使
者

云
、

去

月
十

二

(周
崇
)

〔方
〕

月
十
九
日
、
柳
営
至
竜
宝
、
相
伴
大
岳

禾
上

・
仲
芳
西
堂
、
於
雲
門
蕎
点
心
已
後
、
仲
芳
問
大
模

云
、

面
前
逢
著
底
如
何
、

模

云
、
露

、
仲

芳
挙
扇
子
云
、
指

出
底
与
這
箇
是

同
是
別
、
模
便

喝
、

芳
云
、
是
盲

喝
、
模
便
打
席

、
芳
云
、
席

也
、
模
挙

坐
具
云
、
有
慶
無
腰

、

芳
云
、

何
不
問
自
己
、
模
云
、
喚
甚
作
自
己
、
芳
云
、
用
之
為

奇
語
乎
、
模
指
面
前
云
、
嘆

、

と
見
え

『
教
言
卿
記
』

の
録
す
る
と
こ
ろ
と
符

合
し

『
眼
裡
砂

』

の
記

事

の
信
葱
性

の
高

い
こ
と
を
証

し
、

ま
た
義
持

の
大
徳
寺
参
詣

が
八
月

で
あ

っ
た
こ
と
、
当
住
長
老
は
大
模
宗

範
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
。
大
模
は
言
外
宗
忠

派
下
か
ら
は
異
端
視

さ
れ
た
人
で
あ

り
、
寧

ろ
五
山
派

、

足
利
氏

に
近

い
立
場

の
人

で
あ

っ
た
。
こ

の
人
は
第
十
七
世
住
持

で
、

東
源

の
直
前

の
住
持

で
あ
る
。

そ
の
人
と
宗
機

と
は
脈
絡
が
あ

る
ら
し



く
、
大
模
も
天
潤
庵

の
他
人

と
も
関
係
あ
り
、
巨
堅
も
こ
れ
に
参
じ
、

法
嗣
の
春

作
禅
興
は
大
燈

・
徹
翁

の
行
状
を
撰
し

た
人

で
あ
る
が
、

義

あ
ぎ
よ

持

の
自
ら
画
く
と

こ
ろ

の
達
磨
図

に
に
賛

を
し

た
り
、

五
山
僧
と
共
に
義
持

の
命

に
よ

っ
て

「
五
戒

」
に
下
語

を
し
た
り
し

て
、

五
山
派

に
親

近
し

て
い
る
。
両
方

か
ら
歩

み
寄

っ
た
立
場

に
あ
る
。

〔
参
考
法
系
〕

南
浦
紹

明
1

(南
禅
寺
正
眼
院
)

1
通
翁
鏡

円
-
徳
翁
祖

碩
ー

竺
源

(建
仁
寺
天
潤
庵
)

ー

可
翁
宗

然
ー
大

用
宗

任
ー

1
宗
峰
妙
超
ー
徹
翁
義
亨

(美
濃
遠
山
大
円
寺
)

-
峰
公.祖
了
韓

馨

月
庵
轡.光
H

蒲

驕

25

仙

ー
樗
庵

性
才

1

〔
茂
林
興
樹
〕

-

高
崖

宗
弥
-

宗

機

ー
字
江
宗
永
ー

清
源
宗
寧

i
晋
挙
宗

才

23
i
巨
墾
18
1
〔
東
源
宗
漸
〕
?

曽。外
古ホ忠
-「
韓

難

難

ー

大

象

宗

嘉

i

卓

然

宗

立

(但
馬
大
明
寺
)

21
(南
禅
寺
真
乗
院
)

(数
字
は
大
徳
寺
世
代
)

僧
伝
小
考
三
題

(
玉
村
)

一
三
七



一
三
八

三

所

謂

「喜

江
禅
師
」
の
法
名

鎌
倉
建
長
寺
所
蔵
の
重
要
文
化
財
に

「喜
江
禅
師
像
」
な
る

一
軸
が
あ
り
、

り
や
す
く
四
六
騨
麗
の
対
偶
に
従

っ
て
散
し
書
に
す
れ
ば

(輪韓

(雛

踊

不
誤
幻
住
児
孫

李
氏
是
江
南
古
仏

(久
纂

主
席

鋸

関
東
翼

癸
膏
虚
心
摘
新
篁

一
竿
翠

(時
蔑

響

肥
梅
五
忍

(獺
鍵
熱

(離難

厚
実
閉

口

減
否
不
説

(斐

手

會

口
趣

鉄
牛
全
機

高
提
心
印

(烏
亀
入
裏

記
奇

そ
れ
に
玉
隠
英
瑛
が
賛
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
を
わ
か



現
在
之
華
未
来
之
果

(彼
其
之
子
求
馨

唯
千
年
無
影
樹

(五
彩
星

(。
印
は
脚
韻
)

(
、
、
は
機
縁
の
孟開句
)

喜
江
禅
師
寿
像
、
肖
師
済
淵
西
堂
請
賛
、
砒
筆
着

一
転
語
、
蓋
悦
画
師
活
法
云
、

明
応
庚
申
九
白
五
月
十
七
天
地
二
気
交
造
万
物
日
、

(朱
印
印
文
「退
耕
」
白
文
)

前
建
長
玉
隠
翌
英
瑛
、
書
干
瀬
奄

コ

(朱
印

こ
の
賛
の
機
縁
の
語
に
よ
り
、
像
主
喜
江
は
、

「江
南
古
仏
」
で
あ
り
、

「幻
住
」
庵
主
で
あ
り
、

「獅
子
」
正
宗
寺
に
住
し
た
中
峰

明
本
の
法
孫
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
更
に

「長
寿
」

の
主
席
、
即
ち
鎌
倉
長
寿
寺
に
住
持
し
、
広
徳
庵
に
も
塔
主

で
あ

っ
た

(惟
徳

之
広
)
こ
と
が
わ
か
り
、

「中
和
」

の
気
を
相
陽
に
受
け
た
と
あ
る
か
ら
、
相
模
で
(恐
ら
く
建
長

・
長
寿

・
広
徳
で
)、
中
和
と
い
う

入

に
就
い
て
学
ん
だ
こ
と
と
な
り
、

「郷
党
信
都
」

「長
養
の
功
を
立
つ
」
と
い
う
か
ら
、
信
濃
の
人
で
あ
り
、
晩
年
郷
里
に
帰

っ
て

「
聖
胎
長
養

の
功
を
立
て
」
隠
居
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
を
整
理
す
れ
ば

中
峰
明
本
ー
古
先
印
元
ー
中
和
等
睦
ー
喜
江

と

い
う
法
系
が
辿
れ
る
。
古
先
印
元
は
長
寿
寺
開
山
で
あ
り
、
建
長
寺
内

の
広
徳
庵
に
塔
せ
ら
れ
た
人
で
あ
り
、
中
峰
嗣
法
の
門
人
で

あ

る
。
中
和
等
睦
も
建
長
寺
に
住
し
(
第
百
十
六
世
)、
広
徳
庵
の
塔
主
に
も
な

っ
て
い
る
。
示
寂
の
年
月
は
不
詳
で
あ
る
が
、
古
先
が

僧
伝
小
考
三
題

(玉
村
)

一
三
九



一
四
〇

応
安
七
年
正
月
二
十
四
日
の
示
寂
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
門
人
と
し
て
見
れ
ば
恐
ら
く
応
永
末
年
に
は
寂
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す

る
と
、
こ
の
頂
相
は

「寿
像
」
で
あ
る
か
ら
、
玉
隠
の
加
賛
し
た
明
応
九
年
庚
申
に
、
喜
江
は
未
だ
存
命
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
喜
江
が
若
し
直
接
に
そ
の
師
中
和
に
見
え
た
こ
と
の
あ
る
門
人
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
幼
少
時
に
得
度
を
う
け
た
だ
け
だ
と
し

て
も
、
喜
江
は
こ
の
時
既
に
八
十
歳
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
(或
は
師
の
寂
後
の
拝
塔
嗣
法
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
が
)。

と
こ
ろ
で
、
最
近
建
長
寺
の
塔
頭
の
世
代
を
記
し
た
記
録

を
披
閲
す
る
機
会

を
得

た

(
こ
の
披
閲
に
つ
い
て
は
鎌
倉
極
楽
寺
の
田
中

敏
子
氏
の
御
世
話
に
な
る
こ
と
大
で
あ

っ
た
)。
そ
れ
は
明
治
五
年
二
月
に
建
長
寺
に
差
出
し
た

「前
住
世
代
取
調
牒
脹
蒲
墜

砿
騰
塒
」

と
題
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
広
徳
寺
の
部
に

開
祖
勅
誼
正
宗
広
智
禅
師
古
先
元
和
尚

ゆ

こ

仲
和
元
睦
和
尚

竺
西
等
梵
和
尚

喜
江
祖
観
西
堂

清
淵
祖
井
西
堂

天
真
祖
康
西
堂

長
安
等
寿
前
堂

雲
英
祖
台
和
尚

和
郷
等
侃
首
座

雲
峯
印
冨
首
座

雪
舳
等
立
蔵
主

文
山
等
虎
前
堂

桂
曼
寿
登
前
堂

寿
慶
首
座

乾
最
首
座

印
宜
首
座

石
岩
能
旺
首
座

○
以
下
略

(中
世
の
部
合
の
み
を
掲
げ
た
)

と
あ
る
。
こ
の
う
ち
に
喜
江
の
名
が
見
え
、
し
か
も
そ
の
法
名
が
祖
観
と
記
さ
れ
て
い
る
。
何
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
明

治
初
年
の
反
古
同
然
の
記
録
の
う
ち
に
、
今
ま
で
学
界
で
長
年
法
名
不
詳
で
通
っ
て
来
て
、
重
要
文
化
財

(
も
と
国
宝
)
の
指
定
に
も

「喜
江
禅
師
」
で
登
録
さ
れ
た
も
の
が
、
偶
然
の
機
会
で
こ
の
記
録
を
見
る
こ
と
が
出
来
て
、
そ
の
法
名
が
祖
観
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。



し
か
し
矢
張
り
、
そ
こ
が
新
写
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
し
て

「喜
江
祖
観
」
と
称
す
る
と
決
め
て
か
か
っ
て

は
、
九
似
の
功
を

一
箸
に
麟
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
は
そ
の
私
の
御
家
芸
の
法
諦
道
号
の
字
義
上
の
関
連
の
法
則
に
照
し
て
考
え
る
の

で
あ
る
。
「所
謂
」
「名
字
相
応
」
の
鉄
則
に
よ
れ
ば
、
道
号
の

「喜
」
に
対
し
て
法
名
の
下
字
は
、
字
義
上
の
関
連
が
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
そ
れ
が
祖
観
の

「観
」
で
は
、
ど
う
も
関
連
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
誤
写
の
疑
を
か
け
れ
ば
、

「観
」
は
恐
ら
く

「歓
」
の
誤

記
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
歓
な
ら
ば
、

「歓
喜
」
と
い
う
熟
語
も
あ
る
程
で
、
全
く
名
字
相
応
の
義
に
叶
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

よ

っ
て
私
は
、
こ
の
像
主
は

「喜
江
祖
歓
」
と
具
称
す
べ
き
人
で
あ
る
と
断
じ
た
い
。

な
お
玉
隠
の
駿
に
肖
師
済
淵
西
堂
と
あ
る
人
の
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
き
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
広
徳
庵
の
喜
江
の
次

の
塔
主
に

「清
淵

祖
井
西
堂
」
が
見
え
る
。
次
に
見
え
る
か
ら
伽
藍
法
上
の
弟
子
で
あ
ろ
う
か
ら
肖
師
(小
師
)済
淵
と
は
恐
ら
く
こ
の
人
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。

「済
」
は

「
セ
イ
」
と
も
訓
む
か
ら
、
玉
隠
の
誤
認
に
よ
る
記
載
で
、
実
は
清
淵
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の

人

の
法
名
も
祖
井
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、

『
海
蔵
寺
文
書
』
の
左
の

一
通
が
思
い
出
さ
れ
る
。

相
模
州
三
浦
郡
広
徳
篭
領
久
郷
之
内
崇
賢
寺
薬
師
堂
免
事
、
自

(古
先
印
元
)

広
智
禅
師

・
仲
和
々
尚
、
師
資
相
伝
御
拘
候
、
殊
彼
寺
之
事

ハ
、
仲
和
々
尚
葬
地
候
、

示
寂
以
後
、
徒
弟
皆
奥
州
江
依
被
下
、

一

旬

二

当
派
令
中
絶
候
間
、
自
本
庵
成
敗
候
、
中
比
有
肱
、
先
師
候
者
相
残
、
其
以
後
任
由
緒
被
相
拘
来
候
、
彼
堂
免
之
事
、
永
令
譲
与

候
、
但
不
戒
律
正
、
師
弟
不
義
子
細
候

ハ
・
、
不
可
立
其
理
、
為
後
証
譲
如
件
、

文
亀
二
歳
壬
戌
九
月
廿
六
日

前
禅
興
寿
井
(花
押
)

僧
伝
小
考
三
題

(玉
村
)

一
四
一



一
四
二

等

彰

喝

食

(『
鎌
倉
市
史
』
史
料
編
第
三
所
収
第

一
八
九
号
文
書
)

こ

の
差

出

人

「
前

禅

興

寿

井

」

は

、

広
徳

庵
塔

主

で
あ

っ
た

ら

し
く

、

ま

た
古

先

ー

中

和

の
法

系

に

も
連

な

っ
て

い

る
ら

し

い

か
ら

、

恐

ら

く

清

淵

祖

井

そ

の
人

で

は

な

か

ろ

う

か
。

た

だ
系

字

が

「
祖

」

と

「
寿
」

と

の
相

違

が
あ

る

が
、

「
寿

」

は
長

寿

寺

の

「
寿

」

よ

り

と

っ
た

古

先

派

下

の
系
字

で
、

等

持

寺

の

「
等

」

よ

り

と

っ
た

「
等

」

と

い
う

系

字

と
共

に
、

こ

の
派

下

で
最

も

頻

繁

に
用

い

る
系

　

む

字

で
あ
る
(月
舟
寿
桂

・
継
天
寿
餓
な
ど
の
例
に
見
る
が
如
く
)。
よ
っ
て
清
淵
は
む
し
ろ
正
式
に
は
寿
井
と
称
し

て
い
た
の
で
は
あ
る

ま

い
か
(喜
江
祖
歓
も

「寿
歓
」
と
称
し
た
か
も
知
れ
ぬ
)。
若
し
寿
井
が
清
淵
祖
井
と
同
人
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
文
書
中
の

「先
師
に

そ
う
ろ
う
も

の

候
者
」
と
あ
る

「先
師
」
は
喜
江
祖
歓
そ
の
人
の
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
喜
江
は
古
先
派
が
殆
ど
奥

州
須
賀
川
普
応
寺

及
び
そ
の
末
派
に
下
向
し
て
し
ま

っ
た
の
ち
、
乱
世
の
鎌
倉
に
踏
み
と
ど
ま

っ
て
ひ
と
り
祖
塔
広
徳
庵
末
崇
賢
寺

に
住
し
て
い
た
人
で

あ

る
と
い
う
新
し
い
行
状
も
判
明
す
る
こ
と
と
な
り
、
興
味
津

々
た
る
も
の
が
あ
る
。
と
に
か
く
、
こ
の
建
長
寺
塔
頭
世
代
牒
に
よ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
が
、
次
々
に
判
明
し
て
行
く
の
は
、
恐
し
い
程
で
あ
り
、
近
来
に
な
い
快
事
で
あ

っ
た
。
因
み
に
玉

隠
英
瑛
は
信
濃
の
人
、
喜
江
祖
歓
も
同
じ
く
信
濃
の
人
。
同
郷

の
誼
に
よ

っ
て
、
請
わ
れ
る
ま
ま
に
賛
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
玉
隠
は

〔
註
〕

非
常
に
長
寿
で
、
大
永
四
年
八
月

一
日
に
、
九
十
三
歳
で
示
寂
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
賛
を
製
し
た
明
応
九
年
に
は
六
十
九
歳
で
あ

っ

た

こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
信
濃
御
出
身

の
荻
須
博
士
の
寿
を
頬
す
る
に
は
、
信
濃
出
身
の
禅
僧
、
し
か
も
長
命
を
保

っ
た
禅
僧
の
賛
語

に
つ
い
て
語
る
の
は
、
何
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
と
も
思
わ
れ
る
の
で
、
労

々
こ
の
些
事
を
あ
げ

つ
ら
っ
て
、
小
考
を
終

る
こ
と
と
す
る
。

1

昭
和
四
十
三
年
九
月
十
日
-

註

足
利
術
述

氏

『
鎌

倉
室
町
時
代

の
儒
教
』

の
玉
隠

の
条

に
、

従
来

不
明

で
あ

っ
た
玉
隠

の
寂
年

の
考
証

が
あ
り
、

こ
れ

に
よ

っ
て
は
じ
め

て
明

か
と
な

っ
た
。


